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概要 

モータによる回転運動を直線運動に変換する伝達機構である送りねじは、幅広く産

業分野で使われています。しかしながら、ねじが接触することで力を伝達するので、

振動や騒音による高速化の限界があり、発熱や粉塵なども問題となります。研究者ら

が開発した本磁気式送りねじ機構は、非接触式であるため発熱や粉塵の問題を解消し、

且つ磁気ばねに見られる弾性特性を得ることができ、また、螺旋型の磁石を用いない

構造により加工コストを低減するとともに、小型化も可能です。本技術にご興味をお

持ちの企業様を歓迎いたします。 

簡略図 

 



 

背景 

送りねじは、モータによる回転運動を直線運動に変換する機構であり、加工機械や

産業用ロボットなどに広く活用されています。しかし、食品や化粧品材料の製造現場

では、ねじの摩擦による摺動面の粉塵や、潤滑油の使用は好まれないため、従来の送

りねじは採用しにくいとされています。 

また、送りねじが使われている産業用機械は、人間の行動範囲とロボットの可動域

を明確に区別することで安全性を保証していますが、昨今では介護や施設内の案内を

行う生活支援や、生産現場での人との協調作業など、人の身近で作業するロボットが

増えています。このようなロボットの駆動機構には、人にぶつかった時など外力に対

して柔軟に応答することが必要とされています。  

研究者らは、これらの送りねじの課題を解決する、新しい機構の磁気式送りねじを開

発しました。 

技術内容 

■磁気ねじの特徴 

 磁気ねじは、力の伝達を非接触で行うため、摺動面の摩擦による粉塵や、潤滑油が

必要であるといった、従来の送りねじの課題を解決することができ、また、磁気の特

性により、外力に対して、バネのような柔軟性があるのも特徴のひとつです。 

 

しかし、従来の磁気ねじは、らせん構造をした磁石を用いており、製造が難しく量産

性に問題がありました。 

 

■本磁気式送りねじの基本構造 

 本磁気式送りねじは、らせん構造をした磁石は使わず、ねじ部は一般的な機械ねじ

を使用しています。また、ナット部分に既存の回転モータ等で広く使用されている円

弧磁石を使用し、磁極とバックヨークを一体化することで、部品点数を削減しやすい

構造を提案しました。 

 



 

 これにより、従来の磁気ねじの課題であった生産性を改善し、量産しやすい低コス

トな磁気式送りねじが可能となります。また、複数の永久磁石を並べて配置する際に、

それらの着磁方向を工夫することで磁束を集中させる構造を採用することで、高伝達

力化を達成しています。 

 

＜円弧状磁石の使用，部品点数の削減＞ 

 

 

＜磁束集中構造で高伝達力を実現＞ 

 

 

 

 

 

 

 



 

■本磁気式送りねじの動作原理 

 磁石の磁力でナットとねじが引き合い，その力を使って動力を伝達する仕組みです。

軸の回転によって位相が変化し、その位相差によって生じる力でナットが駆動します。 

 

 

■可動域を無限に延長可能なモジュール型磁気送りねじ機構 

 広い可動域を実現する場合、長いねじ軸ではたわみが生じるため、複数のねじ軸を

連結する方法が考えられます。しかし、連結部をナットが円滑に通過するために、ね

じ山が連続する精度の良い連結か、ガタを許容する設計が必要でした。 

本磁気式送りねじ機構では、ねじ軸とナットが物理的にかみ合う必要が無いため、

精度の向上やガタの許容が必要なく、ねじ軸の連結部でもスムーズにナットが通過で

きます。また、非接触で動力を伝達するため、ねじ山の間隔が途中で変化したとして

も、動作可能です。そのため、ねじ軸 1 とねじ軸 2 のねじ山の間隔を変えることで、

ねじ軸を等速で回転させているにも関わらず、ナットの移動速度を変えることもでき

ます。 

 



 

技術・ノウハウの強み（新規性、優位性、有用性） 

 送りねじ機構は、従来すべりねじ、ボールねじ、静圧空気ねじ、磁気ねじが知られ

ています。すべりねじは力を接触面で伝達し、ボールねじは力を接触点で伝え、静圧

空気ねじは流体が介在し、磁気ねじは非接触で力を伝達します。 

 送りねじ部分のみで比較すると、すべりねじ、ボールねじ、静圧空気ねじ、磁気ね

じの順で、騒音・摩擦が小さく、駆動効率が高くなることが一般に知られており、磁

気ねじは、非接触で、摩擦力が小さく、また高効率です。しかし、従来の磁気ねじは、

ねじ同様のらせん構造をした磁石を用いており、磁石の加工が困難で、結果、高価な

ものになっていました。 

 本技術は、この問題を解決し、難しい磁石の加工が必要ない、部品点数の少ない、

低コストな磁気式送りねじを実現しています。 

 

連携企業のイメージ 

・食品加工機械メーカー 

・生活支援ロボットメーカー 

・産業用ロボットメーカー 

・ロボット部品メーカー 

技術・ノウハウの活用シーン（イメージ） 

本磁気式送りねじは、摺動に伴う粉塵の発生を抑制でき、また潤滑油を使用せずに

動作できるため、異物混入が問題となる食品や医薬品の搬送に利用できます。 

また、通常の送りねじでは難しい、洗浄・滅菌も可能です。さらに、機械的な噛み

合わせで駆動しないので、衝突時の外力に対して柔軟な動きを要求される動力伝達機

構としても有効に利用できます。 

技術・ノウハウの活用の流れ 

 本研究にご興味があれば、お気軽にお問い合わせください。連携に向け、ご面談等

のアレンジが可能です。 



 

専門用語の解説 

・送りねじ 

 工作機械などに用いられ、モータの回転運動を直線運動に変換する機構です。部品

の位置を移動させるのに用いられます。従来の送りねじは、高い位置決め精度や高

速運動が特徴です。 

・すべりねじ 

 送りねじの一種で、ねじ軸とナット部の組み合わせで構成されており、ナット部に

は摺動特性が良好な材料が使用されます。ボールを使わないので単純な機構となっ

ており、比較的安価です。 

・ボールねじ 

 送りねじの一種で、ナットにボールが内蔵されており、ねじ山の谷の部分をボール

が転がりながらナットが移動するねじ軸です。摩擦が少ないのが特徴です。 

・静圧空気ねじ 

 送りねじの一種で、静圧潤滑の原理をねじに応用した直進送り機構です。ねじ面

どうしが接触せずに運動します。加圧空気で潤滑します。 

お問合せ先 

下記から御問合せください。 

 https://www.open-innovation-portal.com/university/screw-2.html 

 

https://www.open-innovation-portal.com/university/screw-2.html

